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１、はじめに

：生産性向上と労働組合

・生産性に関する様々な視点からの分析

・生産性向上における、労働者ならびに労働組合の役割
生産の担い手

＊生産性：労使関係のあり様が大きく規定する
戦後の生産性向上：協調的な労使関係の構築



２、背景

戦後・・労使の激しい対立：紛争

生産性向上に対する懸念事項（労使関係）

①雇用喪失、 ②労働強化、 ③成果の搾取：労働者への適切な分配

＊合理化や能率向上とは異なる次元

：労働者、国民の生活向上に繋がる

＊生産性運動の三原則 ①雇用維持 ②労使協議 ③適正配分

→労使協力、協調 経済発展

現在・・労使関係は良好、協調的という評価が多い。しかし、生産性は低迷



３、生産性向上の目的
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現在・将来の人手不足に対応する

付加価値の高い商品などを提供する

企業の競争力をさらに高める

雇用を維持し賃金を上昇させる

図3-1 生産性向上の目的（2つ以内）：上位4つの企業規模別

300人未満 300人以上 1000人以上 3000人以上 5000人以上

n＝518
％

（注）3、４はアンケート調査結果に基づく



４、生産性向上運動の三原則

（１）雇用
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過重労働になる人が増える

適応力の差で賃金格差が拡大する

コミュニケーションが希薄になる

残業などが減少し収入減につながる

人員削減につながってしまう

雇用調整が生ずるなら必要ない

図4-1 生産性向上の懸念事項等（そう思う+どちらかといえばそう思う） 企業規模別

３００人未満 ３００人以上 １０００人以上 ３０００人以上 １００００人以上

n＝518
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図4-2 生産性向上のために実行すべきこと（3つ以内） n＝518
％



（２）労使協議
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賃金制度をはじめ人事制度の改定

評価制度の運用

従業員の能力開発の仕組みと運用

組織再編や職場の要員計画

新技術の導入

合併や事業の買収・譲渡

職場の労働生産性の向上

一人当たり売上額や利益額の向上

働き方改革の具体的実施方法

設備投資の効果について説明や検証

人材育成のための教育・訓練費用

％

図4-3 ここ3年間の労使協議内容 企業規模別

３００人未満 ３００人以上 １０００人以上 ３０００人以上 １００００人以上

n＝518



図4-4 労使協議について
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経営側の意思決定には協

力するべき

事前に打ち合わせた内容

に限り議論

株価に影響与える事項は

取上げない

賃上げ要求額は支払能力

を重視する

配当の為労働条件向上に

制約かかる

株主の利益責任を優先し

組合も協力

①考え方

Ａの考えに近い どちらかといえばＡの考えに近い

どちらかといえばＢの考えに近い Ｂの考えに近い

無回答

組合内民主主義を重視して論議

配当より従業員への配分を重視する

グループの繁栄のために組合も協
力

雇用関係の事項は事前協議してい
る

n＝518

事前に示していない事項も含め議論

賃上げ要求額は支払能力を参考
程度
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迅速な意思決定の要請には協力

事前に示した質問内容に沿って

議論

株価に影響与える事項は協議し

ない

賃上げ要求額は支払能力重視で

決定

配当の為労働条件向上に制約か

かる

株主の利益責任を優先し組合も

協力

②行動

Ａの行動に近い どちらかといえばＡの行動に近い

どちらかといえばＢの行動に近い Ｂの行動に近い

無回答

組合内民主主義を重視して論議

事前に示していない事項も
含め議論

雇用関係の事項は事前協議して
いる

賃上げ要求額は支払能力を参考
程度

配当より従業員への配分を重視
する

グループの繁栄のために組合も
協力

n＝518



（３）分配
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図4-5 賃上げ要求について

①考え方

Aに近い Aにどちらかと言えば近い Bにどちらかと言えば近い Bに近い 無回答

A: 賃金要求額は、支払い能力を重視する
B: 賃金要求額は、組合員の気持ちを重視し、支払い能力は参考程度にする

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

②行動

N=518



５、まとめ：課題

①生産性の解釈

いわゆる、合理化、効率化の意味に解釈されている場合も。

必ずしも、生産性が向上するとは限らない。



②将来の雇用

現在：生産性向上

雇用不安は少ない

人手不足 + 生産性向上 ＝過重労働

（対応） （新技術）（教育）

将来の雇用を守る、作る

産業転換、技術革新等々 雇用の量・質



③労使協調の意味

労組は、以前、厳しい対立を乗り越えて、着地点を見出していた。

（労使）

労組は、現在、早い段階から、あるいは協議のはじめから、経営の意向をくみ取る、

あるいは、歩み寄りを図る場面も。

・思いと行動との相違

：早期決着、労使協力・良好関係

労働者、国民にとって、

適切な着地点となってきたのか、確認が必要。

（長期にわたる賃金の低迷、教育投資の低さ、内部留保）

プロセスの重要性も再確認が必要。

（波及効果、継続性）



④労使協議

・将来の発展の礎となる内容についても協議が必要

：教育訓練、新技術の導入

＊変化への対応

（もちろん、目の前の課題も大事だが・・）

生産性向上に繋がる

・特に、中小企業の労使協議の強化



６、おわりに

労組によって、認識の違い、姿勢の違いがある

生産性向上に対する考え方、

労使協議への姿勢、行動等

組合員、労働者への説明、理解

労働組合間の意見交換、情報共有。

生産性向上の意味、生産性向上に向けた労組の役割

労使協議の充実（特に中小）

＊生産を担う主体・・・生産性は労使関係が大きく規定する



ご清聴、ありがとうございました
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